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発 刊 に 寄 せ て

学校法人正強学園理事長 市 川 良 哉

本学 は、去 る昭和63年(1988)4月 、宝 来 の旧 キ ャ ンパ スか らこの山 陵キ ャンパ スへ 全

面移転 しま した。その と き、創設 されてす で に20年 の歴 史 を もって、0段 と発 展 しつ つあ っ

た文学 部 に加 えて、新 た に社 会学部 が増設 され、改 め て教 養部 が設 け られて、教 育 の0層

の充 実が はか られ ま した。奈 良大学情 報処 理 セ ン ター はその一 貫 と して 、そ の と きを同 じ

く して、 開設 されたの であ りま した。

ご承 知の ように、本学 は奈 良盆地 の北端 の丘 陵地帯 にあ り、関西学研 都市 の南 端 に接 地

してお ります 。本部棟4階 の展望 ロ ビーか ら、近 くには、東方 に若草 山が 眺め られ 、南 に

は、霞 んで 見 える大 和三 山 を望 むこ とが 出来 ます。 遠 く西 には、南方 に向か って生駒 ・金

剛 の連 山が視 野 に入 ります。 この ような景勝 の地 で、 同時 に、学術 的 な活動 す る には電車

で京都 か ら30分 、大 阪 か ら40分 とい う交通 至便 の ところにあ る こ とを駆使 して、教育 ・研

究活動 が展 開 されて い ます。

教 育 と研究 は大学 が担 ってい る大 きな使 命 であ ります 。そ の教 育 は学生 諸君 を中心 に し

て展 開 され る もので なけれ ばな りませ ん。 キ ャ ンパ スに足 を踏 み入 れ る と、学生 諸君 は知

的探 究心が誘 発 され る。学 内 には、それが触発 され る整 った施設 ・設備 が あ り、それ を リー

ドされ るす ぐれ た研 究者(教 員)が い る。そ して 、その知 的 な探 究心 は徹底 して充 た され

てい く。 それが学 生 を中心 と して大 学教育 で は ないか、 とわた しは思 うので あ ります 。研

究(教 員 の研 究)は そ う した教 育 にた え られる よ うな もので な ければ な りませ ん。 自戒 を

込 めて 自覚 を新 た に したい と思 うので あ ります 。

情 報処理 セ ンター を中心 に して展 開 され る教 育 ・研 究 は今 日、 その重 要性 をます ます高

めて きてお ります。情報 化社 会 にお けるマ ルチ メデ ィアや イ ン ター ネ ッ トの情報 技術 の発

展 が教育 や研 究 の在 り方 に大 きな変革 を もた らす に違 い ない と思 われ るか らであ ります・

コ ンピュー タ教育 は大学 にお ける手 段 と して重要 であ る とい う時代 で は な くな りま した。

教 育の コン ピュー タ化 が時代 の要請 にな った と もい われ るほ どで あ ります。

こ こに、 『奈 良大 学情 報処 理 セ ンター年報』 の記念 号 が企 画 され、本 学 の教育 ・研 究 に

資 されるの は、 こ う した時代 に、大 きな意義 を もつ と思 うので あ ります 。本誌 発刊 を心 か

らお祝 い 申 し上 げ ます。
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